
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
月
２
８
日
、
三
月
定
例
市
議

会
で
党
市
議
団
を
代
表
し
て
工
藤

し
ゅ
う
じ
議
員
が
代
表
質
問
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。 

福
田
晃
市
長
は
、
２
０
２
２
年

度
施
政
方
針
で
「
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
」
た
め
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
に
全
力
で
取
り
組
む
と
表
明
し

ま
し
た
。
諸
課
題
で
は
、
こ
ど
も

医
療
費
の
現
物
給
付
の
拡
大
、
医

療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
保
育
・
教

育
の
充
実
、
少
人
数
学
級
の
前
倒

し
実
施
な
ど
が
示
さ
れ
、
党
市
議

団
は
評
価
す
る
と
と
も
に
、
２
２

年
度
予
算
の
特
徴
と
今
後
の
予
算

編
成
の
考
え
方
に
つ
い
て
市
長
の

見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
「
引
き
続
き
市
民
の
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
臨
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時
交
付
金
を
活
用
し
補
正
予
算

を
編
成
す
る
な
ど
、
適
切
な
支

援
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 

教
育
現
場
の
改
善
を
求
め
る 

 

教
育
長
は
教
育
行
政
方
針
の

な
か
で
、
「
検
証
テ
ス
ト
で
子

ど
も
た
ち
の
苦
手
を
把
握
し
、

授
業
改
善
に
取
り
組
む
」
と
表

明
し
ま
し
た
。 

市
長
施
政
方
針
「
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
」
を
最
優
先
に 

  

課
題
は
コ
ロ
ナ
対
策
、
教
員
の
働
き
方
な
ど 

テ
ス
ト
に

頼
る
こ
と
こ

そ
が
問
題
で

す
。
教
育
長

に

対

し

、

「
大
人
数
の

子
ど
も
た
ち

を
相
手
に
し

な
が
ら
、
過

 

大
な
業
務
を
こ
な
す
た
め
、
授
業

研
究
な
ど
の
時
間
が
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の
様
子
が
見
え
て
な
い
証

拠
だ
」
と
指
摘
し
、
検
証
テ
ス
ト

の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
教
員
の
働
き
方
の
実
態

で
は
、
今
年
度
の
小
中
学
校
教
員

の
超
過
勤
務
時
間
は
、
月
約
４
３

時
間
と
な
っ
て
お
り
、
時
間
外
の

多
さ
に
つ
い
て
「
小
中
合
わ
せ
て

１
，
３
０
０
人
の
教
員
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
働
く
保
健
所
の
職
員
と
同

じ
超
過
勤
務
を
し
て
い
る
。
こ
の

状
態
は
異
常
だ
」
と
指
摘
し
改
善

を
求
め
ま
し
た
。 

補
聴
器
の
補
助
制
度
を
検
討 

 

加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴

器
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る
よ
う

求
め
た
質
問
に
対
し
、
市
長
は

「
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。 

                                                    



 

 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
収

束
す
る
た
め
に
は
、
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迅

速
に
進
め
る
こ
と
と
合
わ

せ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

 

市
長
は
「
２
月
２
６
日

現
在
３
回
目
ワ
ク
チ
ン

は
、
８
万
７
千
人
（
約
２

８
％
）
が
接
種
済
み
。
３

回
目
の
接
種 

完
了
は
、
本 

年
５
月
末
に 

な
る
予
定
」 

と
答
弁
し
ま 

し
た
。 

ま
た
Ｐ
Ｃ 

Ｒ
検
査
キ 

ッ
ト
が
不
足 

し
、
十
分
な
検
査
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
を
指
摘

し
、
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
市
長
は
「
市
内
６
１

医
療
機
関
で
、
１
日
に
約

４
０
０
人
の
検
査
が
可

能
。
一
方
で
、
必
要
な
試

薬
や
検
査
キ
ッ
ト
が
不
足

ぎ
み
で
あ
り
、
大
野
知
事

か
ら
国
に
対
し
て
要
望
し

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。 さ

ら
に
事
業
者
支
援
に

つ
い
て
「
不
備
ル
ー
プ
」

な
ど
で
、
支
援
が
行
き
届

か
ず
困
っ
て
い
る
事
業
者

の
実
態
を
示
し
て
、
市
独

自
の
１
０
万
円
の
給
付
金

を
再
支
給
す
る
こ
と
を
求

め
ま
し
た
。 
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市
職
員
も
超
勤
が
常
態
化 

 

保
健
所
職
員
の
１
人
当

た
り
の
月
の
平
均
超
過
勤

務
時
間
は
お
よ
そ
４
５
時

間
で
、
改
善
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
１

年
度
、
職
員
全
体
で
は

２
．
５
時
間
の
超
過
勤
務

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
市
職
員
の
働
き
方
改
善

と
増
員
を
求
め
ま
し
た
。 

 

市
長
は
「
会
計
年
度
任

用
職
員
の
増
員
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
」
と
の
こ

と
で
し
た
。 

女
性
活
躍
と 

管
理
職
の
担
い
手
確
保
を 

管
理
職
を
目
指
す
職
員

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
超

過
勤
務
が
常
態
化
し
て
い

る
こ
と
や
、
休
み
が
取

り
づ
ら
い
こ
と
が
ア
ン

ケ
ー
ト
で
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
整
備

し
、
女
性
活
躍
と
管
理

職
を
確
保
す
る
こ
と
に

つ
い
て
市
長
に
要
望
し

ま
し
た
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
促
進
を
要
望 

 

米
農
家
の
生
活
と
農

地
を
守
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
営
農
型
太

陽
光
発
電
」
が
注
目
さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

こ

で
、
党
市
議
団
は
加
須

市
の
取
り
組
み
を
視
察

し
、
資
金
調
達
を
支
援

す
る
な
ど
、
営
農
支
援

に
つ
い
て
要
望
し
ま
し

た
。 

 

３
月
市
議
会 

代
表
質
問
の
報
告 

  

コ
ロ
ナ
対
策
や
市
職
員
の
働
き
方
改
善
を
要
望
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リ
レ
ー
コ
ラ
ム
⑰ 

―

越
谷
の
移
り
変
わ
り―

 

◆
１
９
４
７
年
、
わ
た
し
が
生
ま
れ
た
大
沢
町
は
、
自
然
豊

か
な
環
境
で
し
た
。
春
は
梅
や
桃
の
花
、
夏
は
魚
や
虫
取

り
、
元
荒
川
で
泳
ぎ
も
覚
え
ま
し
た
。
小
学
校
は
新
国
道
と

呼
ば
れ
た
（
旧
４
号
）
道
路
沿
い
に
あ
り
、
校
舎
の
裏
側
に

は
池
を
挟
ん
で
中
学
校
が
あ
り
ま
し
た
◆
１
９
５
４
年
、
２

町
８
村
の
合
併
で
越
谷
町
に
、
４
年
後
に
は
越
谷
市
と
な
り

ま
し
た
。
急
変
す
る
越
谷
で
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
名
の

も
と
に
乱
開
発
。
元
荒
川
は
工
場
排
水
で
汚
さ
れ
、
田
畑
は

住
宅
に
。
一
方
、
人
口
急
増
に
よ
る
学
校
、
保
育
所
な
ど
の

不
足
。
自
然
環
境
を
守
り
、
施
設
の
新
増
設
や
福
祉
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
◆
１
９
５
８
年
、
第
１
回
の
市
議

選
で
日
本
共
産
党
が
初
議
席
。
第
３
回
の
市
議
選
以
降
、
今

日
ま
で
１
～
４
議
席
を
獲
得
。
昨
年
の
市
議
補
選
で
１
議
席

増
の
５
議
席
に
な
り
ま
し
た
。
市
長
選
挙
で
は
１
９
７
３

年
、
社
共
統
一
で
革
新
市
長
が
誕
生
。
４
年
後
、
自
民
・
保

守
市
政
が
５
期
２
０
年
。
１
９
９
７
年
、
「
市
民
の
会
」
が

民
主
市
政
を
誕
生
さ
せ
、
以
後
６
期
２
４
年
、
昨
年
の
市
長

選
で
も
新
市
長
に
引
継
が
れ
ま
し
た
。
開
発
よ
り
も
自
然
と

市
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
市
政
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 

元
越
谷
市
議 

松
沢
勇 

 

３
月
議
会
傍
聴
記 

市
独
自
の
改
善
努
力
が

示
さ
れ
な
い 

日
本
の
教
育
予
算
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
中
、
最
低
ラ
ン

ク
だ
と
い
う
こ
と
は
、
周

知
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
象

徴
で
あ
る
先
進
国
に
類
を

見
な
い
多
人
数
学
級
の
詰

め
込
み
教
育
が
、
子
供
た

ち
の
発
達
を
妨
げ
て
い

る
。
当
市
が
ゴ
リ
押
し
で

進
め
て
い
る
小
中
一
貫
校

は
、
そ
の
象
徴
だ
。
工
藤

議
員
は
、
選
別
・
詰
込
み

教
育
の
表
れ
で
あ
る
「
越

谷
市
検
証
テ
ス
ト
」
中
止

を
求
め
た
が
、
理
由
な
く

拒
否
。
ま
た
教
職
員
の
働

き
方
改
革
改
善
な
ど
の
求

め
に
も
、
独
自
の
改
善
努

力
は
示
さ
な
い
な
ど
、
頑

な
な
教
育
長
の
姿
勢
は
許

せ
な
い
。 

「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
」
は
、
加
須
市

の
取
り
組
み
の
実
例
を

挙
げ
な
が
ら
、
実
現
を

迫

っ

た

の

は

良

か

っ

た
。
し
か
し
、
農
業
行

政
改
善
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
の
相
乗
効

果
の
あ
る
施
策
を
具
体

的
に
求
め
た
の
に
、
市

が
目
を
向
け
よ
う
と
し

な
い
こ
と
に
、
失
望
を

超
え
怒
り
が
湧
い
た
。

（
弥
十
郎
在
住 

松
村
一
夫
） 

付
記 

 

傍

聴

席

の

「

聞

こ

え
」
が
良
く
な
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
足

を

は

こ

ん

で

く

だ

さ

い
。 
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ロシアによる 

 ウクライナ侵略に抗議 

 3月 1日、南越谷駅で「越谷革

新懇」が「ロシアの侵略に抗議

する」宣伝をおこないました。 

 
 

 

 

 

 

お
知
ら
せ 

 

◆
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
戦
争 

反
対
市
党
宣
伝 

日
時 

３
月
１
５
日
（
火
） 

 
 

 

午
後
５
時
～ 

 

場
所 

新
越
谷
・
南
越
谷
駅 

 

◆
梅
村
さ
え
こ
市
党
宣
伝 

①
日
時 

３
月
２
２
日
（
火
） 

 
 

 

午
前
７
時
～ 

場
所 

新
越
谷
・
南
越
谷
駅 

②
日
時 

３
月
２
３
日
（
水
） 

 
 

 

午
後
２
時
３
０
分
～ 

場
所 

新
越
谷
・
南
越
谷
駅 

③
日
時 

３
月
２
３
日
（
水
） 

 
 

 

午
後
３
時
３
０
分
～ 

場
所 

北
越
谷
駅 

 

◆
民
主
市
政
を
め
ざ
す 

越
谷
市
民
の
会
講
演
と
総
会 

日
時 

３
月
２
３
日
（
水
） 

 
 

 

午
後
６
時
３
０
分
～ 

 

場
所 

中
央
市
民
会
館 

講
演 

佐
々
木
新
一
弁
護
士 

3・5 東海第二原発再稼働反対 

 3 月 5 日、越谷駅で「さよな

ら原発 in 越谷実行委員会」が

「東海第二原発の廃炉」を訴

え、集会とパレードをおこない

ました。 

 

政府は核兵器禁止条約の批准を 

 3月 7日、南越谷駅で「原水爆

禁止越谷協議会」が「日本政府

は核禁条約批准を」と、宣伝し

ました。 

 
 

憲法改悪を許さない署名活動 

 3 月 9 日、北越谷駅で「憲法

を守り暮らしにいかす越谷共同

センター」が署名活動と宣伝を

おこないました。 

 


